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453 自覚胎動を用 い た胎児管理の 試み 454 新たな発想による外測隙痛計の 開発
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〔目的〕現在実施 され て い る妊婦検診は 、 妊娠経

過中の ある時点をとらえ て 行うも の で あ り、 連続

的な胎児管理で は な い 。 連続的な胎児管理 を行う

た め に は 、 妊婦 自身の 参加が必要で ある 。 そ の た

めに 、 自覚胎動 （胎動表） に よる胎児管理を実施

し、そ の 臨床 評価 を得 た の で 報告する 。

〔方法〕胎動増減の 経時変化を ビ ィ ジ ュ ア ル に 把

握す るた め カ ウ ン ト10法に よ る胎動表を作成 した e，

　すなわち、午前 9 時よ り n 一
リ ン グ ・キ ッ キ ン

グ様の 大きな胎動 をカ ウ ン トし、10回胎動 を 自覚

した時刻をグラ フ 表示する 。 また 、 午後 9 時に な

っ て も胎動数が 10回に 満た な い ときは 、 そ の胎動

回数を 記入 し 、 逐 日的 な胎動変化 を容易 に把握で

き るよ う に した 。 これを用 い て 、 妊婦 51例 に っ い

て 臨床評価を行 っ た。

〔成績〕ユ．正常妊婦で は平均 2．9時間で 10回胎動

を計測 し 、 比較的短時間で 測定が終了す る こ とが

判明 した 。 ま た 、 妊娠週数 に と もな い 胎動 は漸減

する傾 向を認め た 。 2．2例の 胎盤 早期剥離例で ほ

発症の 1週間前よ り胎動の急激な減少を認め 、 F

HR モ ニ タ リン グ、お よび超音波診断 に て 確定 、

急速遂娩を施行 した。3．late　deceleration、　 io

ss 　of　 variability を認め た ため帝王切開術を施

行 した例で は、 CTG 上 これ らの 所見が 出現する以

前 よ り胎動 の 急激な 減少を認め た 。 4．胎動数が

少 な い ため入院の 上 、 FHR モ ＝ タ リ ン グを行 っ た

が 異常所見 は認 めず、経腟分娩した 1例で 脳性 マ

ヒ とな っ た 。

〔結論〕検診 と検診 の 狭闇を妊婦 自身が胎動 を計

測する こ と に よ り、囲 R モ ニ タ リン グ と は異 な る

胎児情報が 得 られ 、 よ り連続的な胎児管理 へ の
一

つ の 可能 性が示 唆され た 。

［目的］現在臨床的に は陣痛外測法が汎用 され 、

ガー ドリン グ法が基礎 となっ てい るが、計測方法

など種 々 の 間題が提起 されなが らも、使い勝手の

箇易さが先行して居 り 、 分娩管理 に重要な無拘束

計測法 はまだ不満がある 。 それは主に 、母体体位

を
一
定に拘束するこ ととデータの 信頼性が内測陣

痛曲線と比 べ 著し く低 い こ とである 。こ れ らの 欠

陷や問題を解析 して外測陣痛計の改善を図 り、臨

床の実際に資する こ とを 目的と した 。 ［方法］1）

陣痛発作〜 間欠迄の腹壁面の 多重撮影によ り計測

部位の 変動を調べ
、 2）妊産婦の 体位変換にお ける

腹部前後 ・ 左右最大径を測り、腹囲の 差と形状を

比較識熨 、 3）現在汎用 4 主要メーカーの トラン ス

ジ ュ
ーサ装着 ゴム ベ ル トのテ ンシ ョ ン特性を調べ

た 。 ［成績］ 1）陣痛発作による計測部位の変動は

上 下の みな らず前後左右に もみ られ 、 その腹壁面

の 形は陣痛極期で球面体に識別できた 。2）妊産婦

の 腹部平均最大径 は立位 前後径約 27，5・左右径約

24．5、仰臥位 前後径約25．5・左右径約26、右側臥

位前後径約28．5・左 右径約22、左側臥位前後径約

27．5・左 右径21．5  であ っ た 。 3）腹部形状は立位

で半楕円形、仰臥位で半円形に近 く、左右側臥位

では最大径が左右中心径よ りも低 く位置し、立位

では左右側 臥位面に弛んだ形であ っ た 。 4）腹囲平

均は立位約82・
柳臥位 約81・ 右側臥位約79・ 左 側

臥位約77  で 、その 差は約 5  であっ た 。 5）ゴム

ベ ル トの テ ン ショ ン は垂直下10  の引 っ 張りで C

社約200・N 社約250・T 社約300・Y 社約400gの
値を示 した 。 ［結論］吾 々 は外測陣痛翫の 改善 ・

トラ ンス ジュ
ーサ装着装置

一
体化 に成功し、今後

小型軽量化 ・ 多チャ ン ネル 情報取得 ・ドプラプ ロ

ーブへ の 応用 など発展 を期 して い る 。
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